
【問題１】
　Ａは、その所持金１０００万円をＣ銀行の定期預金に預け入れるようＢに依頼した。ところが、
BはこれをB名義でC銀行に預け入れた。その後、C銀行は、右定期預金をBのものと思い、B
の求めに応じて定期預金を担保にしてBに対して５００万円の貸付を行った。しかし、Ｂが５００
万円を返済しないので、Ｃ銀行は貸金債権と預金債権を相殺した。Ａは、満期においてＣ銀
行に１０００万円全額について預金の返還を請求できるか。

【問題２】
　Ｘ（３歳）は、自宅近くの路地裏にあって見通しのよい、車道と歩道の区別のない狭い道路
上で母親と遊んでいたところ、母親がちょっと目を離したすきに、道路を反対側に横断しようと、
道路の中央付近まで歩いていった時、折からその道路を直進してきた、Ｙ（１８歳）の運転する
自動二輪車にはねられて重傷を負った。Ｙは無免許で、加害車両の自動二輪車は友人から
借りたものであった。Ｙは、時々無免許で自動二輪車を運転することがあったのであるが、Ｙの
家族は誰もそのことに気がついていなかった。このとき、以下の小問に答えなさい。
（１）Ｘの両親は、Ｘが被った損害の賠償を請求しようとしたが、Ｙは高校生で、資力がない。ど

うしたらよいか。自動車損害賠償保障法（自賠法）と損害賠償責任保険については、考慮
に入れないで答えなさい。

（２）Ｘから損害賠償の請求を受けた者は、これに対しどのような抗弁をすることができるか。

以上

２００７（平成１９）年度
法務研究科　法務専攻（法科大学院）Ｂ日程　入学試験問題

「民　法」
〈１２０分〉

（注意：【問題１】【問題２】の両方に解答すること。解答はすべて解答用紙に記入すること。）


